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一般会計予算499億円 皆さんの税 金の使い道が決まりました
　当市の将来都市像である「うるおいとにぎわいのまち東近江市～鈴鹿から琵

琶湖の恵みを生かし人が輝くまちづくり～」の実現に向け、過去２番目の大規

模な予算が提案されました。議会では各委員会で審議を行い、すべての予算案

を原案のとおり可決しました。その中から、事業の一部を紹介します。

農林水産業費
２５億８，９６５万円

水田野菜等振興事業
３，０００万円

世代をつなぐ農村まるごと保全向上対策事業
３億３７０万円

有害鳥獣対策
５，２７３万円

土木費
４１億７，２１３万円

道路整備事業
１４億６，３２４万円

市営新大森団地改築工事
１億８，５０２万円

河川改良事業
１，３４０万円

商工費
５億８，１５９万円

観光費
６，６９９万円

地域おこし協力隊委託料
８００万円

企業立地促進対策事業
１億２，６９１万円

民生費
１８４億４，９９２万円

学童保育所施設整備及び運営事業	
４億２，１１７万円

保育士確保事業
３７４万円

病児保育室の増設
２，３３５万円

教育費
５３億３，０１８万円

小・中学校施設整備
１３億８，５３８万円

小・中外国語教育の充実
７，１４８万円

社会体育施設改修工事
７，５７０万円

衛生費
４６億２，２６２万円

介護予防・日常生活支援総合事業
２，０１８万円

新生児聴覚検査費用助成事業
２２０万円

歯科保健事業
５５９万円

保健センター整備工事
２億１，６００万円

総務費
５２億５，９１７万円

中心市街地の活性化事業	
１億３，２０９万円

空家等対策事業
２，８７０万円

定住移住推進
９，２５６万円

バス・鉄道路線維持費	
２億７４４万円

その他
労働費

９，８７４万円
議会費

２億７，７７１万円
公債費

６２億７，１３９万円
諸支出金

４億３，９１７万円
予備費

５，０００万円

消防費
１７億５，７７１万円

消防自動車購入・消防施設整備事業
２，７５０万円

防災情報告知放送システム整備事業
１億２，４５４万円

東近江行政組合常備消防負担金
１４億１，０６７万円

　
29
年
度
予
算
案
は
、
２
月
の
市
長
選
挙

を
控
え
て
、
骨
格
予
算
と
す
べ
き
で
あ
る

も
の
が
、
市
長
の
想
い
を
全
て
組
み
込
ん

だ
政
策
予
算
と
な
っ
た
。

　
市
長
選
の
無
投
票
が
予
想
さ
れ
て
い
た

と
し
て
も
、
謙
虚
な
姿
勢
で
骨
格
予
算
と

す
べ
き
も
の
で
、
市
長
の
お
ご
り
、「
傲

慢
な
政
治
姿
勢
」の
表
れ
に
他
な
ら
な
い
。

　
当
初
予
算
は
４
９
９
億
円
と
大
型
で
、

市
債
残
高
は
５
９
６
億
円
と
な
り
、
市
民

１
人
当
た
り
の
借
金
残
高
は
51
万
８
千
円

に
も
な
る
。
一
方
、
積
立
基
金
は
２
２
４

億
５
千
万
円
に
ま
で
減
少
し
て
い
る
。

　
借
金
に
よ
る
中
心
市
街
地
活
性
化
計
画

や
市
街
地
の
道
路
工
事
な
ど
の
街
路
事
業

は
見
直
し
、
ま
た
、
駅
前
ホ
テ
ル
等
体
力

の
あ
る
大
企
業
や
富
裕
層
の
応
援
は
や

め
、
待
機
児
童
解
消
や
農
業
の
担
い
手
支

援
等
、
市
民
生
活
を
支
え
、
基
幹
産
業
で

あ
る
農
業
の
発
展
に
力
を
注
ぐ
予
算
と
す

べ
き
と
考
え
、
反
対
。

　
29
年
度
予
算
案
は
厳
し
い
財
政
状
況
で

は
あ
る
が
、「
東
近
江
市
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
や
「
第
２
次
東

近
江
市
総
合
計
画
」
の
各
施
策
を
実
現
す

べ
く

　
・
中
心
市
街
地
の
活
性
化

　
・
観
光
戦
略

　
・
定
住
移
住
の
推
進

　
・
子
育
て
支
援

　
・
都
市
基
盤
の
整
備

に
対
し
、
重
点
化
を
図
っ
て
い
る
。

　
東
近
江
市
が
持
つ
地
域
資
源
を
最
大
限

活
用
し
、
市
の
魅
力
を
高
め
、
住
み
続
け

た
い
、
住
ん
で
み
た
い
と
思
っ
て
も
ら
え

る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
で
、
人
口

減
少
社
会
に
歯
止
め
を
か
け
る
と
い
う
政

策
の
意
図
が
見
え
る
予
算
案
で
あ
る
。

　
ま
た
、
小
椋
市
政
の
１
期
４
年
間
の
実

績
を
ベ
ー
ス
に
、
創
生
総
合
戦
略
を
さ
ら

に
深
化
さ
せ
て
い
く
予
算
で
あ
る
と
確
信

し
、
本
案
に
賛
成
。

平
成
29
年
度 

当
初
予
算
の
討
論

田
郷 　

正 

議
員

反
対
討
論

賛
成
討
論

周
防  

清
二 

議
員

一　　　般　　　会　　　計 499億円

特　別　会　計

国民健康保険特別会計（事業勘定） 131億 6,700万円

国民健康保険特別会計（施設勘定） 11億 2,900万円

後期高齢者医療特別会計 10億 6,000万円

介護保険特別会計 86億 8,900万円

農業集落排水事業特別会計 13億 7,000万円

公設地方卸売市場特別会計 4,320万円

企　業　会　計

水道事業会計 31億 7,179万円

下水道事業会計 51億 1,558万 8千円

病院事業会計 4億 3,954万円

総　　　　　額 840億 8,511万 8千円
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Q　
小
椋
市
長
は
２
期
目
を
迎
え
、

今
議
会
の
開
会
日
冒
頭
に
所
信
表
明

さ
れ
、

・
中
心
市
街
地
の
活
性
化

・
観
光
戦
略
の
実
践

・
定
住
・
移
住
の
推
進　

・
子
育
て
し
や
す
い
ま
ち　

大
き
く
４
点
を
目
標
と
さ
れ
た
。

　
１
期
４
年
を
総
括
し
、
２
期
目
の

事
業
評
価
目
標
を
示
し
て
説
明
を
求

め
る
。

A　
３
つ
の
理
念
と
５
つ
の
基
本
政

策
に
取
り
組
ん
だ
１
期
目
の
４
年
間

は
、「
歴
史
と
文
化
と
伝
統
を
大
切

に
し
て
、
賑
わ
い
の
あ
る
元
気
な
ま

ち
に
し
た
い
」
と
い
う
一
心
で
市
政

運
営
に
邁
進
し
て
き
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
１
市
６
町
が
合
併
し
鈴
鹿

か
ら
琵
琶
湖
ま
で
が
ひ
と
つ
の
市
域

と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
ス
ケ
ー

ル
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
た
鈴
鹿
10
座

の
選
定
や
愛
知
川
を
活
用
し
た
森
里

川
湖
づ
く
り
事
業
へ
の
取
り
組
み
を

　
子
育
て
・
教
育
面
に
つ
い
て
は
、

幼
児
施
設
の
新
設
・
改
修
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
見
守
り
お
む
つ
宅
配
便

事
業
を
実
施
す
る
と
と
も
に
福
祉
医

療
費
助
成
の
対
象
を
中
学
生
ま
で
広

げ
る
な
ど
、
充
実
を
図
り
ま
し
た
。

　
観
光
面
で
は
、
五
個
荘
金
堂
と
伊

庭
の
水
辺
環
境
の
日
本
遺
産
認
定
や

地
方
創
生
の
交
付
金
を
活
用
し
、
い

な
べ
市
等
と
の
広
域
連
携
も
図
り
な

が
ら
、
点
の
観
光
か
ら
線
の
観
光
へ

と
ス
ト
ー
リ
ー
性
の
あ
る
観
光
事
業

へ
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
医
療
の
面
で
は
、
能
登
川
病
院
に

指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
た
こ
と

に
よ
り
、
懸
案
で
あ
っ
た
救
急
医
療

や
小
児
医
療
の
充
実
に
大
き
く
貢
献

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
東
近
江
総
合

医
療
セ
ン
タ
ー
の
整
備
や
蒲
生
医
療

セ
ン
タ
ー
の
有
床
診
療
所
化
と
併

せ
、
公
立
３
病
院
の
再
編
に
大
き
な

成
果
が
あ
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
農
業
で
は
、
担
い
手
育
成
と
し
て

認
定
農
業
者
の
育
成
や
集
落
営
農
団

体
の
法
人
化
に
も
力
を
入
れ
、
都
市

基
盤
整
備
で
は
、
近
江
鉄
道
浜
野
踏

切
の
拡
幅
工
事
や
垣
見
隧
道
を
は
じ

め
と
す
る
能
登
川
駅
周
辺
の
道
路
整

備
な
ど
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
具
体
的
に
は
、
11
万
５
千
人
の
都

市
に
ふ
さ
わ
し
い
都
市
基
盤
を
整
え

る
た
め
に
も
主
要
幹
線
道
路
の
整
備

を
進
め
、
八
日
市
駅
周
辺
整
備
を
は

じ
め
と
す
る
中
心
市
街
地
の
活
性
化

と
支
所
周
辺
を
中
心
に
し
た
拠
点
の

形
成
に
重
点
を
置
き
、
自
己
完
結
能

力
を
備
え
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
人
口
減
少
に
対
応
す
る

た
め
の
定
住
移
住
を
誘
導
す
る
住
宅

取
得
支
援
や
、
働
く
場
の
確
保
の
た

め
の
企
業
誘
致
、
若
い
人
た
ち
に
子

育
て
し
や
す
い
ま
ち
を
実
感
し
て
も

ら
え
る
よ
う
な
施
設
の
整
備
、
経
済

的
負
担
の
軽
減
な
ど
を
推
進
し
ま
す
。

　
観
光
振
興
で
は
、
当
市
の
自
然
、

歴
史
、
文
化
、
伝
統
を
最
大
限
に
生

か
し
た
知
名
度
ア
ッ
プ
に
取
り
組
み

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
農
業
振
興
で
は
、
い
わ
ゆ
る
「
農

業
の
30
年
問
題
」
に
対
応
す
る
た
め

に
も
農
業
経
営
の
安
定
化
を
図
り
、

地
域
が
一
体
と
な
っ
て
生
産
か
ら
流

通
ま
で
を
行
う
仕
組
み
づ
く
り
に
も

取
り
組
み
ま
す
。

始
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
市
の
に
ぎ
わ
い
創
出
の
一
環
と
し

て
、
八
日
市
駅
前
の
空
き
地
に
ホ
テ

ル
を
誘
致
し
た
ほ
か
、
駅
前
グ
リ
ー

ン
ロ
ー
ド
に
新
店
舗
を
相
次
い
で
開

業
し
て
い
た
だ
き
、
中
心
市
街
地
活

性
化
の
機
運
の
高
ま
り
も
出
て
き
た

の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　
さ
ら
に
、
企
業
誘
致
・
雇
用
の
拡

大
策
と
し
て
、
奨
励
金
対
象
事
業
の

拡
充
や
雇
用
が
生
ま
れ
る
よ
う
な
仕

組
み
も
作
り
ま
し
た
。

　
２
期
目
に
お
い
て
は
、
さ
ら
に
市

民
の
声
に
耳
を
傾
け
る
姿
勢
を
大
切

に
、
当
市
の
将
来
都
市
像
と
し
て
掲

げ
る
「
う
る
お
い
と
に
ぎ
わ
い
の
ま

ち
東
近
江
市
」
の
実
現
に
向
け
、
確

か
な
一
歩
を
踏
み
出
し
、
地
方
創
生

を
さ
ら
に
深
化
さ
せ
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
特
に
、
中
心
市
街
地
の
に
ぎ
わ
い

の
創
出
、
観
光
戦
略
や
定
住
移
住
の

推
進
、
子
育
て
支
援
、
都
市
基
盤
の

整
備
を
重
点
に
据
え
る
考
え
で
す
。

　
市
民
が
期
待
す
る
事
業
評
価
目
標

に
つ
い
て
は
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
を
中
心
と
す
る
活

性
化
の
計
画
に
お
い
て
、
種
々
の
施

策
に
事
業
評
価
の
数
値
目
標
を
掲
げ

て
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　
人
口
減
少
が
進
む
中
、
２
０
４
０

年
の
人
口
を
10
万
人
と
す
る
目
標
は
、

東
近
江
市
が
選
ば
れ
、
選
び
続
け
て

い
た
だ
く
こ
と
で
達
成
で
き
る
評
価

指
標
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

代 表 質 問

ＱＲコードを読み取ることで、

各議員の質問の様子を映像にて

ご覧いただけます。

　３月９日に５会派が代表質問を行いました。質問と答弁の概要

をお知らせします。また、議会ホームページでは、インターネッ

トによる動画配信も行っています。

東
近
江
市
民
ク
ラ
ブ

市
木　

 

徹

県下一を誇る穀倉地帯

ロケ地にも使われる日本遺産に認定されたまちなみ活気が出てきた八日市駅前

２
期
目
の
事
業
推
進
に
期
待

創
生
総
合
戦
略
の
さ
ら
な
る

具
体
化
を

事
業
評
価
の
数
値
目
標
は

適
正
か
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Q　
一
般
的
に
自
治
体
の
エ
ン
ゲ
ル

係
数
と
言
わ
れ
る
東
近
江
市
の
経
常

収
支
比
率
は
29
年
度
で
は
92・５
％
、

合
併
特
例
の
終
了
す
る
32
年
度
で
の

財
政
推
計
に
よ
る
経
常
収
支
比
率
は

１
０
０
％
近
く
に
な
る
。

　
こ
の
ま
ま
財
政
の
硬
直
化
が
進
む

と
、
新
た
な
財
政
支
出
は
で
き
な
く

な
り
赤
字
が
膨
ら
む
可
能
性
が
考
え

ら
れ
る
が
、
今
後
の
財
政
運
営
は
。

A　
28
年
度
公
表
の
財
政
推
計
で
は
、

32
年
度
に
お
け
る
経
常
収
支
比
率

は
99
・
２
％
と
財
政
運
営
上
厳
し
い

数
値
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
主
な
要
因
は
、
歳
入
で
は
、

合
併
特
例
の
段
階
的
縮
減
に
よ
る
普

通
交
付
税
の
減
少
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
一
方
、
歳
出
で
は
、
高
齢
化
に
伴

う
医
療
・
介
護
費
や
少
子
化
対
策
等

に
よ
る
社
会
保
障
費
の
伸
び
、
合
併

特
例
事
業
債
等
の
公
債
費
の
伸
び
等

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
財
政
は
、
現
状
の
ま
ま
推
移
し
た

A　
能
登
川
地
区
で
は
、
近
年
、
想

定
以
上
に
入
所
希
望
者
が
増
加
し
て

お
り
、
能
登
川
ひ
ば
り
保
育
園
の
整

備
だ
け
で
は
、
２
・
３
号
認
定
児
の

入
園
は
困
難
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
ま
ず
は
、
能
登
川
第

一
幼
稚
園
の
認
定
こ
ど
も
園
化
等
を

計
画
し
、
能
登
川
地
区
の
待
機
児
童

解
消
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
能
登
川
ひ
ば
り
保
育
園
は
、
敷
地

が
狭
小
で
あ
る
こ
と
や
、
交
通
利
便

性
等
を
考
慮
し
、
今
後
、
別
の
敷
地

で
の
民
間
運
営
に
よ
る
保
育
所
と
し

て
移
行
す
る
方
向
で
、
早
急
に
整
備

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q　
市
で
は
観
光
戦
略
を
策
定
中
で

あ
る
が
、

①
井
伊
直
弼
公
の
調
度
品
が
あ
る
㈶

近
江
商
人
郷
土
館
や
、
昔
の
農
作
業

Q　
市
立
の
小
中
学
校
は
31
校
あ
り
、

学
校
施
設
整
備
計
画
に
基
づ
き
老
朽

化
し
た
校
舎
は
建
て
替
え
、
未
耐
震

の
学
校
は
耐
震
改
修
を
最
優
先
で
進

め
て
き
た
。

　
そ
の
影
響
で
、
建
築
後
25
年
を
経

過
し
た
施
設
は
大
規
模
改
修
を
基
本

に
進
め
る
と
の
計
画
が
あ
り
な
が
ら

先
送
り
さ
れ
、
建
築
後
35
年
か
ら
40

年
経
過
し
て
い
る
学
校
が
あ
と
４
校

あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
学
校
で
は
屋
根
・
外
壁

や
校
舎
内
の
い
た
る
所
で
老
朽
化
が

進
ん
で
い
る
が
、
改
修
基
準
と
今
後

の
改
修
計
画
は
。

A　
改
修
基
準
に
つ
い
て
は
、
学
校

規
模
や
建
物
の
構
造
、
立
地
条
件
、

使
用
状
況
な
ど
施
設
の
老
朽
化
に
影

響
を
及
ぼ
す
要
因
が
様
々
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
明
確
な
基
準
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　
な
お
、
児
童
・
生
徒
の
良
好
な
衛

生
環
境
を
確
保
す
る
た
め
、
ト
イ
レ

改
修
は
優
先
的
、
重
点
的
に
行
っ
て

い
ま
す
。

　
施
設
の
改
修
計
画
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
策
定
中
の
公
共
施
設
等
総
合

場
合
は
厳
し
い
状
況
に
な
る
と
予
測

さ
れ
ま
す
の
で
、
今
後
の
財
政
運
営

に
つ
い
て
は
、
既
存
事
業
の
効
果
の

検
証
に
よ
る
見
直
し
を
さ
ら
に
強
化

し
、
歳
出
の
総
枠
抑
制
に
努
め
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
企
業
誘
致
や
定
住
移
住
の

促
進
等
、
歳
入
増
加
に
努
め
る
と
と

も
に
、各
事
業
の
推
進
に
お
い
て
は
、

国
・
県
等
の
よ
り
有
利
な
支
援
が
得

ら
れ
る
よ
う
最
大
限
の
努
力
を
払

い
、
財
政
の
健
全
化
に
努
め
ま
す
。

Q　
県
は
、
体
力
保
持
や
健
康
寿
命

の
延
伸
や
ビ
ワ
イ
チ
な
ど
の
観
光
策

で
自
転
車
利
用
を
進
め
て
い
る
が
、

市
の
考
え
は
。

　
ま
た
、
他
市
で
は
道
路
の
植
栽
を

無
く
し
て
自
転
車
道
整
備
を
進
め
て

い
る
が
、
当
市
の
取
り
組
み
は
。

A　
観
光
客
だ
け
で
な
く
市
民
に
も

利
用
し
て
も
ら
え
る
モ
デ
ル
コ
ー
ス

を
設
定
し
て
い
く
こ
と
は
、
市
民
の

健
康
増
進
や
体
力
向
上
に
つ
な
が
っ

て
い
く
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
道
路
の
植
栽
帯
は
市
街
地
に
お
い

て
、
う
る
お
い
の
あ
る
空
間
形
成
に

は
重
要
で
あ
り
、
樹
木
の
剪
定
を
含

め
適
切
な
道
路
の
維
持
管
理
に
努
め

て
い
ま
す
が
、
自
転
車
の
交
通
量
や

移
動
の
円
滑
性
か
ら
、
必
要
な
場
合

に
は
植
栽
帯
を
撤
去
し
、
歩
道
を
自

転
車
通
行
可
能
と
し
て
い
る
路
線
も

あ
り
ま
す
。

　
今
後
も
必
要
に
応
じ
て
適
切
に
判

断
し
て
い
き
ま
す
。

な
ど
を
体
験
で
き
る
歴
史
民
俗
資
料

館
を
子
ど
も
達
の
体
験
学
習
や
観
光

施
策
に
活
用
で
き
な
い
か
。

②
中
心
市
街
地
で
の
催
し
に
は
車
で

の
来
場
者
が
多
く
、
駐
車
場
の
整
備

が
必
要
で
は
。

③
地
区
イ
ベ
ン
ト
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
対
し
て
、
市
の
損
害
賠
償
保
険

の
適
用
は
。

④
多
く
の
農
産
物
の
直
売
所
が
あ
る

が
、
施
設
で
の
来
場
者
増
加
策
と
支

援
策
は
。

A　
①
観
光
に
は
歴
史
を
伝
え
る
事

も
重
要
で
、
近
江
商
人
郷
土
館
と
市

内
の
博
物
館
と
の
連
携
を
検
討
し
ま

す
。
小
学
生
に
は
、
昔
の
暮
ら
し
や

農
作
業
体
験
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

②
中
心
市
街
地
で
の
イ
ベ
ン
ト
集
客

を
ま
か
な
え
る
駐
車
場
の
整
備
は
不

可
能
で
あ
り
、
催
し
へ
の
参
加
は
公

共
交
通
機
関
の
利
用
の
啓
発
を
行
っ

て
い
ま
す
。

③
賠
償
保
険
を
適
用
で
き
る
の
は
、

市
の
主
催
や
共
催
を
す
る
催
し
と
な

っ
て
い
ま
す
。

④
28
年
度
か
ら
直
売
所
活
性
化
事
業

補
助
金
と
ア
グ
リ
フ
ー
ド
ビ
ジ
ネ
ス

推
進
講
座
に
よ
り
、
直
売
所
の
活
性

化
に
向
け
た
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※
ビ
ワ
イ
チ
と
は
、
主
に
自
転
車
で
琵
琶
湖

を
一
周
す
る
こ
と
。

管
理
計
画
と
の
整
合
を
図
り
な
が

ら
、
建
築
年
度
だ
け
で
判
断
す
る
こ

と
な
く
、
校
舎
な
ど
の
老
朽
化
の
現

状
を
個
々
に
確
認
し
、
国
の
補
助
金

を
活
用
し
て
改
修
し
て
い
き
ま
す
。

Q　
新
た
な
部
署
で
あ
る
「
商
工
観

光
部
」の
業
務
内
容
と
業
務
範
囲
は
。

A　
商
工
観
光
部
は
商
工
労
政
課
、

企
業
立
地
推
進
課
、
観
光
物
産
課
の

３
課
と
な
り
ま
す
。

　
今
ま
で
企
画
部
に
あ
っ
た
企
業
立

地
推
進
課
を
商
工
観
光
部
に
移
す
こ

と
で
、
商
工
労
政
課
と
と
も
に
、
既

存
企
業
と
の
連
携
強
化
と
さ
ら
な
る

企
業
誘
致
に
よ
る
雇
用
の
創
出
な

ど
、
商
工
業
の
振
興
が
よ
り
図
れ
る

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q　
市
立
の
幼
稚
園
・
保
育
園
は
、

単
独
の
幼
稚
園
で
の
存
続
や
、
認
定

こ
ど
も
園
に
移
行
す
る
等
、
市
内
全

園
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。

　
残
す
は
、
方
向
性
が
示
さ
れ
て
い

な
い
能
登
川
ひ
ば
り
保
育
園
の
み
と

な
っ
た
が
、
整
備
計
画
は
。

太
陽
ク
ラ
ブ

杉
田　

米
男

市 

政 

会

西
澤　

善
三

移転検討がされている保育園

他市では自転車道が整備され始めた

厳しい財政運営　待たれる学校整備

ど
う
な
る

財
政
運
営
の
見
通
し
は

自
転
車
で
健
康
増
進
を

ま
だ
ま
だ
あ
る
地
域
の
魅
力

未
整
備
は  

あ
と
４
校

観
光
施
策
の
推
進
に
期
待

待
機
児
童
解
消
に
向
け
て

※

議会だより 0607 議会だより

代表質問 代表質問



Q　
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
で
大
企
業
の
内

部
留
保
は
過
去
最
大
と
な
っ
た
が
、

給
与
へ
の
反
映
は
な
く
、
個
人
消
費

は
16
カ
月
連
続
マ
イ
ナ
ス
で
あ
る
。

　
失
業
、
リ
ス
ト
ラ
、
病
気
、
親
や

家
族
の
介
護
な
ど
で
職
を
失
え
ば
、

誰
も
が
貧
困
に
陥
っ
て
し
ま
う
社
会

に
な
っ
て
い
る
。

　
市
長
は
、「
安
心
し
て
子
ど
も
を

産
み
、
育
て
、
住
み
続
け
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
子
育
て
世
代
の
経
済
的

負
担
の
軽
減
に
も
取
り
組
ん
で
い

く
」
と
し
て
い
る
が
、

①「
は
く
奪
指
標
」
を
元
に
し
た
子

ど
も
の
貧
困
実
態
調
査
の
実
施
は
。

②
就
学
援
助
費
単
価
の
引
き
上
げ
と

支
給
時
期
を
早
め
る
べ
き
で
は
。

③
低
所
得
、
ひ
と
り
親
家
庭
等
の
保

育
料
や
給
食
費
を
無
料
化
に
し
て
は
。

④
保
育
園
待
機
児
童
ゼ
ロ
対
策
は
。

A　
①
こ
の
指
標
に
よ
る
調
査
の
有

効
性
に
つ
い
て
、
他
市
の
動
向
を
見

な
が
ら
研
究
し
ま
す
。

Q　
総
合
計
画
を
は
じ
め
と
す
る
様

々
な
計
画
策
定
に
つ
い
て
、

①
経
費
は
い
く
ら
か
。

②
市
民
参
加
の
方
法
は
。

③
中
心
市
街
地
活
性
化
よ
り
周
辺
部

の
活
性
化
が
必
要
で
は
。

A　
①
28
年
度
に
完
了
す
る
計
画
の

う
ち
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
委
託
し

た
も
の
は
13
件
１
億
２
４
８
３
万
円

で
、
印
刷
費
な
ど
を
含
め
る
と
１
億

３
９
８
９
万
円
で
す
。

②
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
や
市
民
委

員
会
の
設
置
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の

実
施
、各
種
団
体
と
の
意
見
交
換
会
、

ヒ
ア
リ
ン
グ
な
ど
を
通
し
て
、
意
見

を
聞
く
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

③
中
心
部
に
一
定
の
都
市
機
能
を
充

実
さ
せ
、
中
心
部
を
核
に
各
地
域
を

つ
な
ぐ
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
に

よ
り
、
全
市
で
の
に
ぎ
わ
い
創
出
に

つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q　
地
方
創
生
推
進
交
付
金
を
活
用

し
た
当
市
の
取
り
組
み
は
。

A　
こ
の
交
付
金
を
活
用
し
、
当
市

単
独
で
「
多
様
性
の
あ
る
森
里
川
湖

の
つ
な
が
り
を
生
か
し
た
森
お
こ
し

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
、
県
と
県
内
６

市
が
連
携
し
て
「
ビ
ワ
イ
チ
推
進
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　
森
お
こ
し
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、

鈴
鹿
10
座
を
活
用
し
た
観
光
事
業
、

森
林
資
源
を
活
用
し
た
新
た
な
木
の

産
業
の
創
出
、
木
地
師
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
再
構
築
に
よ
る
交
流
人
口
の
増

加
を
目
指
し
ま
す
。

施
し
、
Ｕ
・
Ｉ
・
Ｊ
タ
ー
ン
、
定
住

促
進
、
産
業
・
起
業
支
援
、
就
業
困

難
者
支
援
、
若
者
就
労
支
援
、
女
性

の
就
業
率
向
上
な
ど
、
人
材
育
成
や

雇
用
対
策
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
「
地
方
へ
の
新
し
い
人
の
流
れ
を

作
る
」
に
つ
い
て
は
、
当
市
の
豊
か

な
自
然
や
奥
深
い
歴
史
文
化
な
ど
魅

力
あ
る
地
域
資
源
を
磨
き
、つ
な
ぎ
、

情
報
発
信
を
戦
略
的
に
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
中
心
市
街
地
拠
点
施
設
整

備
を
は
じ
め
、
空
き
店
舗
対
策
や
商

店
街
の
再
生
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

　
「
若
い
世
代
の
結
婚
・
出
産
・
子

育
て
の
希
望
を
か
な
え
る
」
に
つ
い

て
は
、
若
者
の
就
労
支
援
や
結
婚
支

援
を
は
じ
め
、
社
会
全
体
で
切
れ
目

の
な
い
支
援
体
制
の
充
実
に
努
め
ま

す
。

　
一
方
、
多
様
化
す
る
保
育
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
幼
児
施
設
の
充
実
や
、
保

育
士
確
保
に
取
り
組
み
、
待
機
児
童

解
消
に
努
力
し
て
い
ま
す
。

②
国
の
制
度
に
準
拠
し
て
対
応
し
ま

す
。
時
期
に
つ
い
て
は
国
や
他
市
の

動
向
を
注
視
し
て
対
応
し
ま
す
。

③
29
年
度
か
ら
非
課
税
世
帯
の
第
２

子
の
保
育
料
も
無
償
に
し
ま
す
。

　
子
育
て
支
援
を
目
的
と
し
た
給
食

費
の
無
料
化
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

④
公
立
、
私
立
保
育
園
の
認
定
こ
ど

も
園
化
や
民
間
の
小
規
模
保
育
所
誘

致
で
、
３
歳
未
満
児
の
待
機
児
童
解

消
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

※
「
は
く
奪
指
標
」
と
は
、
貧
困
を
測
定
す

る
指
標
の
一
つ
で
、
一
定
水
準
の
生
活
に
必

要
な
物
品
の
充
足
度
を
指
標
化
し
た
も
の
。

Q　
認
定
農
業
者
も
集
落
営
農
組
織

も
後
継
者
の
見
通
し
が
持
て
な
い
危

機
的
状
況
で
あ
る
が
、

①
後
継
者
確
保
の
具
体
策
は
。

②
雪
害
へ
の
支
援
を
。

A　
①
集
落
営
農
リ
ー
ダ
ー
や
農
業

機
械
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
育
成
の
補
助
を

し
て
い
ま
す
。

②
農
業
共
済
制
度
も
あ
り
ま
す
が
、

県
が
新
た
な
園
芸
作
物
用
ハ
ウ
ス
整

備
の
支
援
事
業
を
緊
急
に
実
施
さ
れ

ま
す
。

Q　
国
の
「
総
合
戦
略
」
２
０
１
６

改
訂
版
に
関
連
す
る
取
り
組
み
は
。

A　
「
地
方
に
仕
事
を
つ
く
り
安
心

し
て
働
け
る
よ
う
に
す
る
」
に
つ
い

て
は
、
企
業
立
地
に
向
け
た
支
援
を

行
い
企
業
の
求
め
る
人
材
を
確
保
す

る
た
め
、
無
料
職
業
紹
介
事
業
を
実

Q　
高
齢
化
が
進
む
中
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
交
通
の
利
便
性
の
向
上
を
。

A　
計
画
期
間
の
５
年
間
で
、
ち
ょ

こ
っ
と
タ
ク
シ
ー
を
順
次
見
直
し
、

定
時
運
行
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　議員提案による「東近江市歯及び口腔の健康づくりの推進に
関する条例」の制定を記念して、（一社）湖東歯科医師会が２月
１２日に市民健康講座を開催されました。多くの市民が参加さ
れ、健康に関する関心が高いことを実感しました。
　２９年度は、歯科保健事業をはじめ健康増進に関する事業が
拡充されるなど、議会としても新たな一歩を踏み出せました。
　今後も引き続き、市民福祉のさらなる向上を目指し、研究を
進め、新たな政策提案に取り組みます。

市民健康講座が開催されました！

笑顔を守りたい　貧困のない世界

貧
困
拡
大
へ
の
対
策
は

地
方
創
生
の

本
格
的
事
業
展
開
へ

定
時
運
行
へ
の
転
換
を

総
合
計
画
に
異
議
あ
り

農
業
へ
の
支
援
強
化
を

※
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健康寿命延伸政策について、
①現在の健康寿命年齢は。

②延伸政策や取り組みは。
③自治会や老人会、まちづくり委員の力を借りては。
④今後の目標は。

①当市独自の算出方法ですが、２７年度に要
支援や要介護の新規認定を受けた時点の平均

年齢を健康寿命とすれば、男性が７９．６歳、女性
が８１．５歳です。
②早期がんの発見や高血圧、糖尿病の早期治療につ
なげるために、特定健康診査やがん検診を実施しま
した。また、スポーツ推進委員やリハビリ専門職が
地域に出向き、健康ウォーキングや体力測定会、体
力アップ教室、介護予防教室等を開催し、体力づく
り、仲間づくりなどに取り組んでいます。
③自宅から一歩を踏み出すための取り組みは大変重
要と考えており、自治会内の身近な団体等の協力を
得ながら、歩いて通える地域の居場所づくりを進め
ていきたいと考えています。
④１０年後の健康寿命年齢の目標は男性８０．４歳、
女性８３．２歳です。

都市計画道路中学校線の垣見隧道の工事は、
計画どおりに進んでいるのか。
道路工事の進捗と完成するまでの年次計画は、
両側の立坑部の矢板工事が完了し、現在は軌

道下の推進工事に着手しています。
　推進工および隧道部の掘削には２年間を要し、軌
道下の工事は３１年度末に完了予定です。
　また、隧道本体への取り付け道路および現隧道の
歩道化については、３０年度に着工し、３２年度末
には完成する予定です。

隧道工事現場の工事用仮囲いを活用して、完
成予想図を描いてはどうか。
工事用仮囲いは、工事のイメージアップやＰ
Ｒを図るためのキャンバスになりますので、

周辺にお住いの皆様や通行される方々に、完成イ
メージなどの掲示ができるよう、ＪＲ西日本と協議
します。

健全な森づくりとして、
①奥山の景観保全と災害抑止の観点からも体

系的な森林整備計画が必要では。
②里山の現状と今後の計画は。

①土砂災害に対して、山腹工事や床固工事を
計画的に進めています。

　あわせて、林野のゾーン分けを行った上で、山主
の合意形成を図り、施業地の集積化を促進し、森林
の多面的機能の回復と再生に努めます。
　また、森林整備計画に基づき、森林資源の付加価
値向上のため、国や県の補助造林事業を利用して間
伐や植林を進めています。
　さらに、２９年度から持続的な施業体制づくりの
ため、山主や林業従事希望者を対象に森の専門家養
成塾を開催する予定です。
②１９年度から３２地区８１ha実施、２９年度は
３地区１２haの予定です。憩いの場の創出、人と
獣の棲み分け、資源活用のためさらに普及啓発に努
めます。

河辺いきものの森への薪ボイラー導入の理由
と将来計画は。
薪で冷暖房ができるという環境学習効果を狙
っています。

　今後は、間伐材などの活用拡大も含めて検証して
いきます。

東近江市版ＳＩＢ実証事業の選考経過、成果
指標、対象分野は。また、規則の改定は。
ＳＩＢは、社会的課題の解決と行政コストの
削減が期待できる事業者を市民が応援する仕

組みで、事業者も応援に応えなければならないため、
緊張感をもって事業展開されると思います。
　事業採択、成果指標については、事業者からのプ
レゼンテーションを受け、学識経験者、三方よし基
金代表、市職員等で構成する審査員会で、その成果
指標が妥当であるかを公正中立な立場から判断し、
事業採択とともに、同じメンバーで成果判定をして、
成果に応じて交付金を中間支援組織に支払います。
　２９年度は４月に設立予定の公益財団法人東近江
三方よし基金と連携し、コミュニティビジネスス
タートアップ支援事業と中間的就労支援事業で取り
組む予定です。
　今後は、事業採択後に資金の募集を三方よし基金
で受け付けることから、基金の運営に市も関与して
いきます。
　また、補助金等交付規則は改定を行わず、規則に
基づき各事業の交付要綱を定め取り組みます。

人体に有害なＰＣＢ（ポリ塩化ビフェニル）
廃棄物の多くが、未だ地方自治体において保

管管理されている。
①ＰＣＢを含む蛍光灯等の使用状況および保管管理
状況は。
②処理までの流れは。

①ＰＣＢ含有の安定器が使用されている蛍光
灯の照明器具は、昭和５２年３月までに建

築・改修された建物に使用されている可能性があり
ます。合併以降、庁舎や教育施設などの建て替えや
改修、解体を実施し、その際に確認されたものは環
境省の定めるところにより、保管、処分を行ってい
ます。
　なお、廃棄物処理法に従い、万一の液漏れに備え、
ドラム缶等に入れ、建物内で厳重に保管管理してい
ます。
②高濃度ＰＣＢ廃棄物は、処理期限の３３年３月末
までに中間貯蔵・環境安全事業㈱と処理委託契約を
結ぶ必要があります。
　このことから、昭和５２年以前に建築され、現在
も使用している倉庫などについて、３０年度までに
調査を行い、処理委託の手続きを進めます。

太陽クラブ

安田　高玄

太陽クラブ

戸嶋　幸司

一 般 質 問

ＱＲコードを読み取ることで、

各議員の質問の様子を映像にて

ご覧いただけます。

　３月１０日、１３日に１６人の議員が一般質問を行いました。

質問と答弁の概要をお知らせします。また、議会ホームページで

は、インターネットによる動画配信も行っています。

太陽クラブ

北浦　義一

東近江市民クラブ

周防　清二

東近江市民クラブ

西澤　由男
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蒲生スマートＩＣは、商工業の活性化、観光
事業の拡大といった観点からも重要な位置を

占めている。
　将来ビジョンについて幅広くかつ深く考えるべき
であるが。

蒲生スマートＩＣが開通し、現在、１日平均
約３９００台の車両が利用され、地域の可能

性の向上につながっています。
　さらに、スマートＩＣへの交通インフラ整備を進
め、交流人口の増加による観光振興、さらなる商工
業の発展などにより、この地域だけでなく、東近江
市全体の経済活性化や生活の充実に大きく寄与する
ものと考えています。
　一方、スマートＩＣ周辺は農業振興地域となって
おり、農業目的以外での活用は困難な状況ですので、
農産物の高付加価値化や６次産業化、農商工連携な
どを支援し、収益性の高い農業地域となるようにし
ていきたいと考えています。

コミセン等の公共施設や民間施設に、おむつ
替えができるベッドを置き、周りから見えな

い場所で安心して授乳もでき、ミルクを作るための
お湯が使える「赤ちゃんの駅」を設置しては。
　また、テント式の赤ちゃんの駅を貸し出すように
すると、屋外でのイベントにも参加しやすくなるの
では。
　シンボルマークを作成・表示すると、社会全体で
子育てを応援している機運が高まるのでは。

現在、市内１４カ所のコミセンのうち２カ所
に授乳室を設置しており、そのほかについて

は、施設内の空き室を利用していただくよう案内し
ています。
　今後、新たな授乳室の設置については、施設ごと
に設置の必要性について検討し、移動式赤ちゃんの
駅の導入についても検討していきます。
　民間事業所では授乳室などのサービスを提供され
ている所もあることから、シンボルマークの作成・
表示と認定の必要性について協議していきます。

合併による特例措置は３２年度で終了するが、
①老朽化した多くの建物の建て替えや改修

は、３２年度までに実施できるのか。
②市の中心部に４００人から５００人収容できる多
目的ホールを造る考えは。

①施設の改修や建て替えについては、財源確
保の観点から合併特例の期限内を意識して整

備を進めています。
　現在、市が所管する施設は昭和４０年代建築のも
のから現在まで長期にわたり、その数も３０４施設
と多数を所有しています。
　したがって、合併特例期限の３２年度以降も施設
の更新を必要に応じ行っていきます。
②市内には、八日市文化芸術会館をはじめ、能登川、
蒲生、愛東、てんびんの里文化学習センターなどの
ホールがあり、それぞれの催し物の規模に合わせ利
活用いただいていますので、現時点では新たなホー
ル建設の計画はありません。

合併から１０年、残る課題解決に向けて、
①真の一体化を図るには市外局番の統一や衆

議院選挙区の見直しが必要では。
②名神名阪連絡道路や（仮称）びわこ京阪奈線等の
現状と見通しは。

①愛東・湖東地区を０７４８に統一すると、
重複する番号が出てくるため、電話番号を一

から振り直す必要があり、非常に難しいと認識して
います。
　また、選挙区の見直しは、３２年の国勢調査後に
検討されると聞いています。
②早期実現に向け、国等への要望活動をしています
が、現時点では具体的な動きはありません。

臨時職員が多いが、職員の非正規化が進んで
いるのでは。また、職員給与は適正か。
臨時職員については、行政需要に応じて雇用
しています。

　また、職員給与については、国、県から高いとの
指導は受けていませんが、引き続き適正化に努めて
いきます。

合併時の「白地」の面積はどのくらいあった
のか。

　また、土地の有効活用をどの部局が具体的に取り
組んできたのか。

農業振興地域の農用地区域外、いわゆる「白
地」について、合併時の正確な面積は把握し

ていませんが、現在の面積は田約３００ha、畑約
１８０haで、合併時から大きく変動していません。
　農地として活用されている土地については、積極
的に開発すべきではないとの考えから、そういった
取り組みを行う部局は設けていません。
　市が所有している遊休地などの使われていない土
地については、有効活用に結びつける取り組みを進
める必要があると考えています。

「白地」の土地活用について真剣かつ迅速な
取り組みが必要と考えるが。
近年、市所有の土地および民間所有の遊休地
等で有効活用に繋げたものは１３件で約

１８．４haです。
　市内には遊休地も多く存在していますので、民間
も含めた有効活用に繋げるために積極的に取り組ん
でいきます。

米政策の見直しで生産数量目標の割り当てや、
３０年度から直接支払交付金が廃止される。

農業経営の継続に影響が生じると懸念されるが。
当市は米作を中心とした農業であるため、過
剰米を抑えながら地域農業を継続することが

重要であると考えられます。
　米の作付け調整をする県農業再生協議会において
は、３０年産以降も生産目標は配分していく予定と
聞いています。
　その上で、さらに安定的な持続可能な農業を実現
するため、野菜栽培等にも取り組み、経営所得安定
対策、水田フル活用事業のほか、高収益作物の作付
け支援や、担い手への農地集積および基盤整備の推
進等の施策を講じます。

国営緊急農地再編整備事業の現状と今後の見
込みは。
要請のあった１７地区２７集落でこの事業の
説明会を行い、事業内容や採択要件などの周

知に努めてきました。
　今後の見込みは、１０地区１７集落６００ha程
度と考えています。

東近江市民クラブ
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畑　 博夫

東近江市民クラブ
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当市の発展には道路インフラの整備が最優先
と考えるが。
当市の発展には、道路インフラ整備は大変重
要であると考えています。そのため、都市計

画道路、市道整備については重点的に予算配分を行
うとともに、国道、県道整備の推進を図るため、国
等への要望活動を行い予算確保に努めています。

小今建部上中線と近江鉄道の中野地区踏切、
三津屋バイパスの見通しは。
小今建部上中線については、現在、ひばり通
りから大凧通りの間７４７ｍのうち、６５％

の用地が確保できました。
　今後は、残りの用地取得に努めるとともに、用地
のご協力をいただいた部分から工事にも着手し、一
日も早い供用開始を目指して取り組んでいきます。
　踏切新設については、鉄道法などの規定による安
全性の確保等について、関係機関や鉄道事業者と協
議を進めています。
　三津屋バイパスについては、県道高木八日市線か
ら市道野口上羽田線間の約１．５㎞において用地買
収や工事が開始されており、３５年度の供用開始を
目標に事業が進められています。

大中地区排水路の整備は。

大中地区の排水対策については、大中の湖土
地改良区と協議・検討した結果、集落北側の

排水路は県道栗見新田安土線を横断しており、その
断面の拡大工事とあわせ、草の根広場南側の排水路
を改修整備します。
　具体的な整備工事は、土地改良区が実施主体とな
り、２９年度、３０年度に国庫補助金と市の補助金
を活用して実施される予定です。

大中地区の干拓地内に溜まった水を排出する
（内水排除）手順・流れは。

　また、その訓練をすべきでは。
毎年梅雨前に水資源機構が主催する県、関係
市町との合同会議において、水門管理や内水

排除の方法を確認しています。
　また、大雨洪水時の住居等への浸水対策について
は、水防活動の一環として必要な対応であり、市と
して当然の責務と考えています。
　訓練については、次回の水資源機構との合同会議
で提案し、実施に向けて検討します。

中心市街地活性化基本計画にかかる説明会が
何度か開かれているが、市の説明は概要だけ

で、市民からは電線の地中化、駐車場整備、道路の
拡幅等の声を聞く。
　八日市駅前ホテル前道路を街路計画どおりに整備
するのか。
　また、八日市駅周辺に市営の立体駐車場を建設す
る考えは。

昨年から各種団体や地域の皆様方に対して、
基本計画の説明会を開催してきました。

　道路、駐車場整備は中心市街地への来訪者の利便
性向上のために重要であると考えています。
　まず、延命駐車場へのアクセスの向上を図るため、
都市計画道路栄八日市駅線の一部の改良工事に着手
し、間もなく完成の見込みです。
　今後の延伸については、費用対効果、他の道路と
の優先度を勘案しながら、都市計画決定している街
路整備を考えています。
　駐車場の確保には、民間駐車場の動向も見極めな
がら、立体駐車場を含む様々な整備手法について検
討したいと考えています。

国民健康保険は、社会保障および保健の向上
を目的とし、国民に医療を保障する制度であ

り、国民の生活苦に追い打ちをかけ、人命や人権を
脅かすことになってはならない。
　２９年度に国民健康保険料の値上げをすると明言
されたが、行うべきではない。

保険料値上げに伴う現行および改定後の保険
料の具体例は、３人家族、４０代夫婦と子ど

も１人、世帯年収が３５０万円、世帯主のみの所得
の場合、２８年度保険料率では医療分・後期高齢者
支援金分・介護保険料分を合わせて３５万７００
円で、２９年度では、３７万３４００円となり、
２万２７００円の値上げとなります。
　２９年度の財源不足は、一般会計からの繰り入れ
を増やし、残りは、保険料の値上げで、被保険者の
方にもご負担をいただきます。
　２２年度に一度保険料率を改定しましたが、それ
以来７年間、保険料の値上げはしていませんので、
ここが限界と考えています。

疑問や反対もある中、八日市駅前にビジネス
ホテルが開業したが、借地権に関する覚え書

きの履行や工場等立地促進奨励金として固定資産税
相当額を３年間支援、国際観光ホテル登録で５年間
５０％の減額で、最長８年もの優遇は問題だ。

ホテル側には「外注業務等を市内業者に」な
どの覚書内容の履行を確認しています。

　立地促進奨励金については、３１年度から交付し、
支援策は８年間可能です。

八日市駅前の４事業は、３２年度までの中期
財政推計を悪化させ、深刻な硬直化を招くが。

　また、中心市街地活性化計画は膨大で、５年間で
完了するとは思えないが。

事業費は関係機関と調整し、経済波及効果、
将来への負担など十分に検討し、毎年度の予

算で提示し、財政推計は、各課から３３年度までの
見積書を徴取し策定します。
　５年間で完了という意味合いではなく、中心市街
地活性化のため継続していくものです。

無会派

横山　榮吉

日本共産党議員団

山中　一志

日本共産党議員団

野田　清司

東近江市民クラブ

西﨑　 彰

無会派

大洞　共一

３月定例会  賛否表
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議案第６号 
平成29年度東近江市一般会
計予算

可 

決
21 

・ 

３
○○○○○○○○

議　
　
　
長

○○○○○○○×××○○○○○○

議案第７号 
平成29年度東近江市国民健康
保険（事業勘定）特別会計予算

可 

決
21 

・ 

３
○○○○○○○○ ○○○○○○○×××○○○○○○

議案第９号 
平成29年度東近江市後期高
齢者医療特別会計予算

可 

決
21 

・ 

３
○○○○○○○○ ○○○○○○○×××○○○○○○

議案第10号 
平成29年度東近江市介護保
険特別会計予算

可 

決
21 

・ 

３
○○○○○○○○ ○○○○○○○×××○○○○○○

議案第21号 
東近江市税条例等の一部を改
正する条例の制定について

可 

決
21 

・ 

３
○○○○○○○○ ○○○○○○○×××○○○○○○

議案第29号 
第2次東近江市総合計画基本構想の策
定につき議決を求めることについて

可 

決
20 

・ 

４
○○○○○○○○ ○○○○○○○×××○○○○○×

その他の議案等は全会一致で可決・承認・採択されました。
議案等の詳細は「東近江市議会」で検索してください。

○・・・賛成　×・・・反対　（河並議長は採決に加わらない）
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議会だより 1415 議会だより

一般質問 一般質問



　無料アプリ「マチイロ」
で「議会だより」の配信サ
ービスを開始しています。
　市の広報紙や行政情報も
ご覧になれますので、ぜひ
ご利用ください。

もっと身近に「議会だより」を
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次回６月定例会

９時３０分 開会（代表・一般質問は９時）

日程および時間は変更になる場合があります。

　東近江市議会では皆さまの傍聴

をお待ちしています。

　ご希望の方は、傍聴される当日

に東近江市役所３階の議会事務局

窓口までお越しください。

　本会議の中継は東近江スマイル

ネットのコミュニティチャンネル

でご覧いただけます。

　東近江市議会では、本会議の模

様をインターネットでライブ配信

（生中継）・録画配信しています。

スマートフォン・タブレット端末

でもご覧いただけます。

　東近江市議会だよりは、２月、

５月、８月、１１月に発行しています。

議会の見学 テレビ中継

インターネット中継 議会だよりの発行

日 月 火 水 木 金 土

5/28 29 30 31 6/1 2
開会

3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14
一般質問

15
一般質問

16
一般質問

17

18 19 20
総務委員会

21
福祉教育こ
ども委員会

22
産業建設
委員会　

23 24

25 26 27 28 29 30
閉会

7/1

東近江市議会だより

　
29
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
、
過

去
最
大
と
な
っ
た
昨
年
度
の
５
１
５

億
円
に
次
ぐ
４
９
９
億
円
を
議
会
が

承
認
、
小
椋
市
政
２
期
目
の
新
年
度

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
同
時
に
第

２
次
東
近
江
市
総
合
計
画
が
始
動
し

ま
す
。

　
ひ
と
・
く
ら
し
・
ま
ち
・
行
政
経

営
の
４
つ
の
基
本
方
針
に
基
づ
き
、

「
う
る
お
い
と
に
ぎ
わ
い
の
ま
ち
東

近
江
市
」
誰
も
が
健
康
で
生・
・
・
・
き
活
き

と
し
た
暮
ら
し
を
実
感
で
き
る
ま
ち

を
目
指
す
計
画
で
す
。

　
他
の
市
や
町
と
の
競
争
に
負
け
る

こ
と
の
で
き
な
い
こ
の
厳
し
い
状
況

の
中
、
今
後
、『
乾け

ん
こ
ん
い
っ
て
き

坤
一
擲
』、
新
規

の
施
策
が
登
場
す
る
こ
と
も
十
分
予

想
さ
れ
ま
す
。

　

議
会
は
市
政
の
監
視
と
評
価
を

し
っ
か
り
と
行
い
、
市
の
発
展
に
努

め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

第５回  市民と議会の意見交換会のご案内

　市政に関する情報提供を行い、積極的に市民の皆さまの貴重なご意見をお聴きし、
議会活動に活かしてまいります。どの会場でもご参加いただけますので、皆さまの
ご来場をお待ちしています。

５/１８（木） みすまの館 ／ やわらぎホール ／ 蒲生コミセン
１９：３０

～
２１：００

５/１９（金） 永源寺コミセン ／ 市辺コミセン ／ 愛東コミセン

５/２０（土） 南部コミセン ／ 御園コミセン ／ 五個荘コミセン

編

集
後
記


